
宝塚市ふるさと納税寄附金の使い道（平成30年度）

使途 事業名 寄附金充当額 主な使い道 事業の概要 イメージ画像

1.「歌劇のまち宝塚」の魅力
向上に関する事業

道路維持事業 5,000,000円
花のみち舗装リニュー
アル計画

　花のみちは、平成11年(1999年)に実
施した電線類の地中化や花舞台の設
置などから約20年が経過しました。そ
の間周辺環境も大きく変化しており、訪
れた方々をもてなし、宝塚歌劇や手塚
治虫記念館、文化芸術施設へ誘う、と
きめきと、憩いの空間として、花のみち
の環境改善を図るため、令和元年度か
らの改修工事に向けて設計を行いまし
た。

1.「歌劇のまち宝塚」の魅力
向上に関する事業

宝塚魅力体験事業 6,000,000円
宝塚歌劇市民貸切公
演を実施

宝塚大劇場において市内在住、在勤、
在学者を対象とした貸切公演を実施し
ました。
世界的に有名な宝塚歌劇の魅力を市
民自ら体感することで、歌劇のまち宝
塚へのより深い理解や市内外へのさら
なるＰＲにつなげます。

2.「手塚治虫記念館」の魅力
向上に関する事業

手塚治虫記念館リ
ニューアル事業

6,000,000円
手塚治虫記念館館内
展示等リニューアル

手塚治虫氏の精神である「自然への愛
と生命の尊さ」をテーマに、その偉業を
広く後世に伝えるため、館内展示をリ
ニューアルしました。

3.子どもたちの健やかな成
長に関する事業

小学校運営事業
3,000,000円

小中学校の古い図書
室用図書の更新

平成28年度に策定した「宝塚市教育振
興基本計画（後期計画）」の重点施策
の一つである読書活動の推進にあた
り、各小学校の図書を更新しました。

3.子どもたちの健やかな成
長に関する事業

小学校運営事業 7,200,000円
学校の改修工事に伴う
老朽備品の整備

校舎等改修工事に伴い、掃除用具入
れやかばん棚などの更新を行いまし
た。

3.子どもたちの健やかな成
長に関する事業

長尾中学校屋内運
動場改築事業

7,200,000円
長尾中学校屋内運動
場を改築

老朽化の著しかった長尾中学校屋内
運動場（体育館）を改築しました。
新体育館内には、武道場も整備されて
います。
また、校舎から専用の歩道橋を渡り移
動することができます。

4.環境にやさしいまちづくり
に関する事業

塵芥収集事業 2,000,000円
3tプレス式塵芥収集車
とミニダンプの更新

ごみの収集運搬を安定的に行うために
老朽化した塵芥収集車両を整備更新し
ました。また需要拡大していくことが予
想されるきずな収集(福祉収集)に対応
するために車両(ミニダンプ)を購入しま
した。
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5.安全で安心して暮らせる
まちづくりに関する事業

防災情報伝達事業 3,000,000円
すみれ防災スピーカー
（防災行政無線）の整
備に着手

災害時の避難情報や緊急情報をス
ピーカーを通じて迅速に住民に伝達す
ることを目的としたすみれ防災スピー
カー（防災行政無線）の整備に着手し
ました。

6.にぎわいと活力に満ちた
まちづくりに関する事業

文化振興事業 2,000,000円
第5回宝塚だんじりパ
レードを実施

本市のだんじりという重要な文化資源
の認識を広め、集客による周辺地域の
賑わいを創出を目的にだんじりパレー
ドを行うとともに、武庫川河川敷にて観
客とだんじりのふれあい体験を実施し
ました。

7.その他市長が必要と認め
る事業

消防車両整備事業 11,000,000円 救急車の更新

平成１６年に導入し、増加する救急需
要に対応するため、老朽化が進行した
救急車を更新整備し、宝塚市西消防署
栄町出張所へ配置しました。
また、同車両は、大規模な災害が発生
した際には緊急消防援助隊兵庫県隊
の救急小隊としても出動します。

7.その他市長が必要と認め
る事業

文化芸術施設・庭園
整備事業

2,000,000円
文化芸術センターと庭
園を整備

2020年春のオープンに向け、新たな文
化創造と市民交流の場として、文化芸
術センターと庭園を整備します。

7.その他市長が必要と認め
る事業

中央図書館管理運
営事業

17,500,000円 図書購入費

蔵書の鮮度を保ち（老朽更新も行い）、
利用者の幅広い分野の蔵書に対する
ニーズに応えるため、質・量の両面か
ら蔵書を整備し、情報収集基地として
の機能を持たせ、生涯学習施設として
の位置づけを高めるための図書を購
入しました。

7.その他市長が必要と認め
る事業

西図書館管理運営
事業

14,500,000円 図書購入費

蔵書の鮮度を保ち（老朽更新も行い）、
利用者の幅広い分野の蔵書に対する
ニーズに応えるため、質・量の両面か
ら蔵書を整備し、情報収集基地として
の機能を持たせ、生涯学習施設として
の位置づけを高めるための図書を購
入しました。
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